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実験的エンドトキセミアの脾
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出血萎縮(写真1.)。赤脾髄では欝血出血がみられ，特に

赤脾髄索から櫨胞辺縁帯に強く発現していた。脾洞の

拡大が著しい部分では血球成分に乏しかった。血球を

満たす洞の内腔拡大はあまり目立つことはなく，しば

しば微小血栓が存在した。この血栓の性状はフィプリン

で，網状或は壁在住であった(写真2.)。血管内皮の腫大

変性も観察された。マクロファージによるフィブリンや

赤血球食食像はリンパ節と異なり目立たなかった。また

他の動物種で指摘されているような好中球浸潤や梗塞巣

は観察されなかった。

診断：エンドトキセミアの脾出血と脾リンパ組織の壊死。

上述の所見は一般の実験的エンドトキセミアで記述さ

れている所見と異なっている部分もおおい。これら所見

は牛の様々な疾病に関与すると思われる播種性血管内凝

固症候群の病理発生解析に重要と考える。

写真説明

１．リンパ漉胞の壊死，櫨胞辺縁帯から濾胞内出血を

示す｡(Ｘ､100,ＨＥ)。

２．脾洞内フィプリン血栓をしめす。燐タングステン

ヘマトキシリン染色(x4oO)。

動物：牛，ホルスタイン，９カ月齢，伊。

臨床的事項：大腸菌(Ｅ・coli・O1LB4・シグマ）由来ＬＰＳ

(リポポリサツカライド)を毎時0.00165mg/kg注入中19時

間目に死亡した。この間，呼吸数，脈拍数の増加，流誕

発汗，横臥，下痢，脱肛等の諸症状があった。

血液学的所見：
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臨床生化学的に血液pHは7.404(注入前)から6.903(１８

時間目）に，エンドトキシンは測定限界以下(注入前)，

413.38,9/､C(9時間目)，341.57,9/､Cに変化した。

剖検所見：可視粘膜充出，腹腔，胸腔漿膜および脂肪織

の充出血巣。リンパ節の萎縮，水腫，出血。脾は萎縮し

脆弱感を呈し，割面では白脾髄が不明瞭，赤脾髄は泥状

で刀背に付着。粘膜の充出血，肺における点状出血等が

特徴的であった。

脾の病理組織学的所見：リンパ櫨胞変性壊死，白脾髄の


